
 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計 1 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計説明書 
2024.03       株式会社 前川建築設計事務所 



 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計 2 

 

目次 
 
1 計画概要・・・・・・・・・・・・・・・3 
2 計画説明・・・・・・・・・・・・・・・4 
  2-1  設計主旨・・・・・・・・・・・4 
  2-2  外構計画・・・・・・・・・・・5 

2-3  ゾーニング計画・・・・・・・・6 
  2-4  平面計画・・・・・・・・・・・7 
  2-5  仕上計画・・・・・・・・・・・9 
  2-6  防災計画・・・・・・・・・・・10 
3 法規チェック 
  3-1  敷地条件・・・・・・・・・・・11 
  3-2  建築物・・・・・・・・・・・・11 
4 消防法 
  4-1  防火対象物・・・・・・・・・・12 
  4-2  消防用設備・・・・・・・・・・12 
5 構造計画 
  5-1  構造計画概要 ・・・・・・・・・14 
  5-2  構造設計方針・・・・・・・・・15 
  5-3  耐震補強配置図・・・・・・・・17 
6 電気設備 

6-1  設計方針・・・・・・・・・・・20 
6-2  設備概要・・・・・・・・・・・20 

7 機械設備 
7-1  設計方針・・・・・・・・・・・27 
7-2  設備概要・・・・・・・・・・・28 

8 昇降機設備・・・・・・・・・・・・・・34 
9 概略工事工程表・・・・・・・・・・・・35 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計 3 

 

１計画概要 
 敷地概要  
 所在地   ：青森県弘前市大字大町 3-8-1、3-8-2 
 敷地面積  ：7,110.50 ㎡ 
 用途地域  ：商業地域 
 防火地域  ：準防火地域 
 地域地区  ：都市誘導区域、居住誘導区域、駐車場整備地区、景観

計画区域、弘前駅前上土手地区計画区域 
 建蔽率   ：100％ 
 容積率   ：400％ 
 前面道路  ：市道土手町俵元線 
 インフラ施設：公共下水道、上水道 
 
建築概要  
 【本体】 
 建築面積 ：3,606.07 ㎡（既存建築面積3,515.55 ㎡） 
 延べ面積 ：13,158.26 ㎡（既存延べ面積13,697.56 ㎡） 
 （B1F：1,332.97 ㎡、1F：3,408.01 ㎡、2F：3,028.20 ㎡、 
   3F：1,595.35 ㎡、4F：1,598.59 ㎡、5F：1,380.72 ㎡、 
     6F：718.62 ㎡、RF：49.81 ㎡、PHF：45.99 ㎡） 
 構造・規模：RC造（一部鉄骨造）地上6階、地下1階 
 架構形式 ：耐震壁付きラーメン構造 
 最高高さ ：32.22ｍ 
 最高軒高 ：23.32ｍ 
 階  高 ：B1F：4ｍ、1F：4.3ｍ、2F：4ｍ、3F：4ｍ、 
       4F：3.6ｍ、5F：3.6ｍ、6F：3.57ｍ 
 耐  火 ：耐火建築物 
 駐車台数 ：48台 
 【発電機棟】 
 建築面積 ：68.27 ㎡、延べ面積 ：68.27 ㎡ 
構造・規模：RC造地上 1階 

 架構形式 ：壁構造 
 最高高さ ：5.19ｍ、最高軒高 ：4.65ｍ 
耐  火 ：耐火建築物 
【廃棄物置場棟】 
建築面積 ：11.28 ㎡、延べ面積 ：11.28 ㎡ 
構造・規模：RC造地上 1階 

 架構形式 ：壁構造 
 

 
最高高さ ：3.125ｍ、最高軒高 ：2.685ｍ 
 耐  火 ：耐火建築物 
 
電気設備概要 
 受変電設備   ：受電方式：6.6ｋV1回線受電屋内キュービクル 
           一般電灯：900 kVA   
                               医療電灯：100 kVA 
           X 線機器電灯：300 kVA 
                         一般動力：300kVA 
           非常用保安電灯：100ｋVA 
             非常用保安動力：300ｋVA 
 非常用発電設備 ：200ｋVAディーゼル式発電機 
          燃料  ：軽油（4000ｌ） 
          稼働時間：72時間 

対象負 
荷：消火栓ポンプ、排水ポンプ、給水ポンプ、
館内の一部電灯・コンセント 

幹線動力設備  ：動力 三相 3線 210V 
          照明 単相 3線 210-105V 
 照明設備    ：LED照明器具 
          遠隔集中管理点滅・ローカル点滅、人感センサー

点滅（トイレ） 
 自動火災報知設備：GR型 
 その他設備   ：コンセント設備、拡声設備、個別音響設備、  

電話設備、電気時計設備、防犯カメラ設備、テレ
ビ共同受信設備、構内情報通信網設備、誘導支援
設備、自動火災報知設備、防排煙設備、構内配電
線路 設備、構内外灯設備、構内通信線路設備、
駐車場管制設備 

           
衛生設備概要 
衛生器具 ：節水型衛生器具 
 給水設備 ：上 水：受水槽+ポンプ加圧給水方式 
       雑用水：雑用水槽+ポンプ加圧給水方式 
 給湯設備 ：ガス温水発生器+小型電気温水器 
 排水設備 ：屋内分流方式 
 消火設備 ：消火器、屋内消火栓設備、連結散水栓設備、 
       連結送水設備 

 
空調設備概要 
 熱源設備    ：ガス焚き吸収式冷温水発生器 
          潜熱回収型温水発生器 
 空調換気設備  ：外調機+GHPマルチエアコン 
 排煙設備      ：自然排煙 
中央監視      ：中央監視装置・空調集中リモコン・ 

自動制御設備 
 
 

工事費 
 工事費  約 65 億６千万円         
 
 
事業スケジュール 

 
 
 
位置図 

N 
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2計画説明 
2-1 設計主旨 
  
2022（令和４）年３月に閉院した旧弘前市立病院は「健康づくりのまちなか拠点」と位置 
づけ、「健康・医療・福祉」の機能を中心に「多様な世代の交流」、「市民が集い学べる場」とし 
ての機能を付加することで、誰もが利用できる街の活性化拠点として整備します。 
 
 従来の病院機能から、保健センター、障害者生活支援センター、幼児ことばの教室、交 
流センター機能等からなる複合施設となり、年齢や性別、職業などを問わず、異なる目的 
を持った利用者同士の交流が生み出されるような施設として整備します。また、健康づく 
りに関する様々な機能を持ち、関連したイベント等も開催される施設となるため、他の目 
的で訪れた利用者も知らず知らずのうちに健康意識が高まるような施設を目指します。 
 
 市民活動が活発な弘前市の中心に位置する施設でもあり、各機能の利用者や本施設で行 
われる市民活動やイベント参加者が中心市街地を訪れる機会が増え、まちへの興味や関心 
が高まるよう、閉ざされた施設ではなく、周辺のまちや施設とも連動した開放的な空間と 
します。 
 

■改修基本理念 
 
１）住民の健康づくりの拠点となる施設 
 ・総合保健センター機能を中心に、誰でも気軽に利用できるヘルスチェックコーナーや高齢者健康ト
レーニング教室など、住民の日常的な健康づくりの場としての機能を配置します。 

２）住民が安心して医療、福祉のサービスを受けられる施設 
 ・夜間や休日に対応した急患診療所、障害者の生活や権利擁護に関する支援などの福祉の機能を配置
し、住民を適切なサービスへとつなぎます。 

３）市民が親しみ、交流し合える施設 
 ・各種イベント等で利用できる空間や学生が日常的に利用できるラーニングスペースなどを設けるこ
とで、市民が親しみやすく、利用者同士の交流を促す施設とします。 

４）安全・安心の拠点となる施設 
 ・耐震補強を行い、多様な利用者に配慮した計画、明るく開放的な設えとすることで、誰もが安心し
て利用することができる施設とします。 

 ・災害時には地域防災拠点としての機能を担うよう、非常時にも利用できる電気設備や機械設備とし
ます。 

５）人と環境にやさしい施設 
 ・当初の建築から５０年以上経過する既存建築物の長寿命化を図り、有効活用することでサステナブ
ル（持続可能）なまちづくりの象徴とします。 

 

 
 
 
 

 
 
 

北側道路から「憩いの広場」

エントランスホール



 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計 5 

 

2-2 外構計画 
 外構計画にあたっては、建築・設備改修計画に沿って、既存の受水槽・受変電室・オイルタンク・融
雪設備等の撤去、引込点の変更や埋設管の盛替え、発電機棟設置や東側駐車場の建物へのアプローチ箇
所のレベル調整や排水計画や舗装の全面的な更新を行う。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築の南アプローチは、駅へとつながる散策路からのアプローチの構えとして整備し、南テラスは、
内部の催しをアピールする場として整備。北側の市道土手町・俵元線を挟んだ旧第一大成小学校跡地は
広場計画が予定されており、健康づくりを担う「健康づくりのまちなか拠点」の屋外広場として一体的
な活用を考慮したメインエントランスのアプローチ広場は階段テラス形状とする。仕上は景観を考慮し、
御影石ピンコロ舗装とする。 
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2-3 ゾーニング計画 
■全体アクソメ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当改修計画にむけては、まず建築面では 1978（昭和 53）年に増築された本館西側 6 階部分を解体撤
去するほか、既設の内装・非構造部材等をすべて撤去し、設備面では既設の各種設備機器・器具・配管
配線等をすべて撤去し、本館・東棟は構造耐震補強を行い、新たな用途に対応した平面計画による間仕
切り・内装更新・各部材部位の更新改修、新規設備計画による更新改修を行う。  
新たな具体的用途としては、「健康・医療・福祉」の機能として、現在の弘前総合保健センターに設
置されている「急患診療所」、健康診査や予防接種等を行う「保健センター」、これらを運営する「健
康増進課」の執務室のほか、高齢者の健康増進を図る「高齢者健康トレーニング教室」、「障害者生活
支援センター」等を配置する。また「多世代の交流」を促す機能としては、様々な地域活動やイベント
で活用可能な「イベントルーム」や「セミナールーム」などの交流スペースを、「多様な学び」の場と
して「幼児ことばの教室」や学生が利用できる学びのスペースなども配置する。 
 加えて、弘前総合保健センターの機能として、一般財団法人弘前市医師会が運営する「健診センター」
や「看護専門学校」も配置し、市とともに住民の健康増進、健康づくりを担う人材育成に取り組む。 

 

 ■諸室配置（平面計画）とゾーニング 
・１階のエントランスホール廻りに総合案内や自由に健康チェックできるヘルスチェックコーナー 
西側にホール空間の広がりと連携して参加を誘う開放的な「交流・にぎわいのエリア」を配置。東
側には高齢者健康トレーニング教室や障害者生活支援センター・権利擁護支援センター等の福祉の
機能、南側には直接アプローチできる急患診療所を配置。 
・２階は、医師会の健診センター・看護専門学校や健康増進課の健診スペースを配置。 
・３階は、医師会の事務室、健康増進課の執務スペースを配置。 
・４階は、医師会看護専門学校を配置。 
・５階は、医師会健診センターを配置。 
・６階は、幼児ことばの教室を配置。 
 ・減築部分の屋上は、一般開放のテラスとした。 
  各フロアはそれぞれ独立した機能を持ちつつ、全体として「健康・医療・福祉」を軸とした「健
康づくりのまちなか拠点」機能を発揮するゾーニングを計画した。 

 

■動線計画 
 北側をメインエントランスとし、南側をサブエントランスとすることで、JR 弘前駅方面から「えきど
てプロムナード」を通り、本施設及び旧第一大成小学校、土手町までの動線のつながりを感じられるよ
う計画した。 
 東側には障害者生活支援センター、急患診療所の利用者が不便なく利用できるよう、駐車場と直結し
た出入口を配置したほか、西側にも搬入口を設けた。 
 館内は中央、東西の階段のほかに、中央の乗用エレベーター2基を改修し、新たに人荷用エレベーター
１基を設置した。 
 

 

直通階段

エレベーター
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2-4 平面計画 1F 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開放的な吹き抜け部分のエントランスホールを中心として、交流・にぎわいエリアは施設を訪れる人同士の交流を促すため、キッチンルームやイベントルームはガラス張りにし中の様子を伺えることで、誰もが
参加したくなる設えとする。また、気軽に利用できるヘルスチェックコーナー、高校生や大学生の学習にも利用できるラーニングスペースを設け、多世代の日常的な利用を促す。 

   

 
キッチンルーム 

ヘルスチェックコーナー イベントルーム ラーニングスペース 
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■2F 
 西側は妊産婦健診や乳幼児健診のスペース、東側は人間ドック等が可能な健診センターとする｡健診メ
ニューに沿ったスムーズな動線とロビーや待合スペースを広くとることで、混雑の少ない計画とする。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
‒‒‒‒ 
 
 
 

■3F 
 東側に医師会事務局、西側に健康増進課を配置。快適な事務機能を確保するためＯＡフロアとし、将
来的な配置変更に対応できる計画とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■4F 
 医師会看護専門学校のフロアとし、東側の教室は大教室としても使えるように可動間仕切りを設置し、 
フレキシブルな計画とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■5F 
 医師会健診センターの検査部門のフロアとする。 
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■6F 
 東側は幼児ことばの教室とし、見晴らしの良い西側の屋上はテラスとして開放する。 
 

  
 
 

■B1F 
 南側に電気室等を配置し、北側に機械室等、医師会・健康増進課の職員用ロッカー室、防災用倉 
庫を設ける。 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 岩木山を望める屋上テラス      

 
 
2-5 仕上計画 
 
ランニングコスト、耐候性を考慮し、メンテナンスフリーな仕上計画とする。 
■外部仕上げ 
屋   根：アスファルト防水３層、保護モルタル仕上げ、ベンチレーションブロック敷 

（一部抑えコン） 
屋上テラス：アスファルト防水３層、保護モルタル仕上げ、擬石コンクリートブロック敷 
外   壁：既存コンクリート打放し面下地処理の上透明フッ素樹脂塗装 
建   具：アルミ製着色陽極酸化被膜、複層ガラス 皿板：アルミ製着色陽極酸化被膜、一部雪止 
        ：ステンレス製建具 
外部廻り床：土間コンクリート＋ピンコロ石仕上、南庭１：土間コンクリート＋ウッドデッキ（脚付） 
駐 車 場 床：アスファルト舗装、白線引き 
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■内部仕上げ 

階 部名 部屋名 床 壁 天井 
共通  

 

階段 ビニルタイル ペンキ仕上 ペンキ仕上 

トイレ 長尺ビニルシート 150 角タイル 岩綿吸音板 

B1  

 

ロッカー室 塗床 ペンキ仕上 化粧石膏ボード 

機械室・電気室 塗床 ペンキ仕上 ペンキ仕上 

廊下 1 塗床 ペンキ仕上 なし 

1F 共用 エントランスホール ロビー 600 角石貼 左官仕上げ 木調ルーバー 

受付・案内・中央監視室 タイルカーペット

（OA 床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

各部 事務室・会議室・相談室 タイルカーペット

（OA 床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

急患診療

所 

待合・事務室・診察室・処理室 長尺ビニルシート ペンキ仕上 岩綿吸音板 

レントゲン室 X 線防護床 X 線防護壁 X 線防護天井 

高齢者ト

レーニン

グ 

ストレッチルーム フローリング ペンキ仕上 岩綿吸音板 

トレーニングルーム タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

健康増進

課 

休憩室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

障害者生

活支援セ

ンター 

多目的室 

 

長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

医師会 所長室・副所長室 タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

健診課事務室・研修室 タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

作業室 長尺ビニルシート（浮

床）小上り＋畳敷 
ペンキ仕上 岩綿吸音板 

交流にぎ

わいエリ

ア 

 

キッチンスペース 

 

長尺ビニルシート（浮

床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

セミナールーム・ミーティングルーム・ワークルー

ム 
タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

スタジオ フローリング ペンキ仕上 岩綿吸音板 

イベントルーム フローリング（浮床） ホワイトボードクロス 木調ルーバー 

2F 共用 ロビー 回廊 600 角石貼 左官仕上げ 木調ルーバー 

医師会健

診課 

待合・受付・各健診室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ（パーテ

ィション） 

岩綿吸音板 

胃 X 線・胸部 X 線・操作室・マンモ撮影室・骨密度 長尺ビニルシート貼 

鉛遮蔽 

抗菌クロス 

鉛遮蔽 

抗菌クロス 

鉛遮蔽 

読影・判定会議室・検査技師控 ・データ入力室 VT OA 床 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

医師会看

護学校 

教室・救護室・廊下・種類保管庫 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

健康増進

課 

ロビー 600 角石貼 左官仕上げ 岩綿吸音板 
健診室・診察室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 
多目的ホール コルクタイル仕上 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

3F 共用 ロビー 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 
医師会事

務局 

 

事務室、サーバー室 タイルカーペット

（OA 床） 
ペンキ仕上 岩綿吸音板 

会長室・役員室・会議室 タイルカーペット

（OA 床） 
ペンキ仕上 岩綿吸音板 

そよかぜ ビニルタイル ペンキ仕上 岩綿吸音板 
多目的室 ビニルタイル ペンキ仕上 岩綿吸音板 

 
 
 

 
階 部名 部屋名 床 壁 天井 

3F 健康増進

課 

相談室・会議室・控室 タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

執務室スペース・PC 入力書庫 タイルカーペット

（OA 床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

4F 医師会看

護学校 

 

ロビー 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

廊下・教室・教材室・多目的ルーム・実習室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

会議室・職員室  ・図書室 タイルカーペット

（OA 床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

5F 共用 ロビー 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

医師会検

査課 

事務・集配室・電算室・作業室 ・サーバー室 

 
タイルカーペット

（OA 床） 

ペンキ仕上 岩綿吸音板 

裁断室・紙折機 タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

廊下・物品・書類倉庫・集検室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

会議・研修室・休憩室 タイルカーペット ペンキ仕上 岩綿吸音板 

検査室・病理検査室・集検室  ・洗浄室 長尺ビニルシート貼 

(防振床) 

ペンキ仕上 ペンキ仕上げ（抗菌）

 

細菌検査室 長尺ビニルシート貼 

(防振床) 

ペンキ仕上 ペンキ仕上げ（抗菌）

 

更衣室・下足ロッカー室 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上 岩綿吸音板 

6F 共用 ラウンジ 600 角タイル 左官仕上げ 岩綿吸音板 

幼児こと

ばの教室

 

事務室 タイルカーペット敷

(OA 床） 
ペンキ仕上 岩綿吸音板 

グループ指導室・指導室・遊戯室 タイルカーペット敷 ペンキ仕上 岩綿吸音板 

職員ロッカー室・廊下・下足スペース 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ 岩綿吸音板 

倉庫・大倉庫 長尺ビニルシート貼 ペンキ仕上げ なし 

塔屋  機械室、消火水槽室 モルタル金ゴテ コンクリート打放 なし 

 
 
 
 

2-6 防災計画 
 
■地域防災拠点としての災害時の機能 
  災害発生時には、防災関係機関の応援職員の執務場所等の機能を整備する。 
  また、中心市街地に位置することから、周辺住民のみならず、観光客や公共交通機関を利用する通
勤・通学者の一時待避所及び緊急避難場所等として利用できるよう整備する。 
 
■水害に対応した計画 
  「弘前市防災マップ」における浸水想定区域となっているため、各エントランス周りに止水板を配
備し、建物への浸水防止対策を実施するとともに、浸水時の排水設備も整備する。 
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3法規チェック 

3-1 敷地条件 
 ■敷地と道路の関係：建築基準法第 43 条  
  接道長さ 87.897ｍ＞2ｍ (道路幅員 12ｍ＞4ｍ)⇒適合 
 ■用途制限：建築基準法第 48 条  

用途 (区分 08550) 集会場 (区分 08470) 事務所 （区分 08250） 診療所 

     （区分 08120） 専修学校 （区分 08990） その他 

⇒商業地域：工場等で危険性環境悪化の恐れがあるもの以外はすべて建築可能 ⇒適合 

 ■容積率：13,237.81/7,110.50 ㎡＝1.86.17×100＝186.17％＜400％ ⇒適合 
 ■建蔽率：3,685.62 ㎡/7,110.50 ㎡＝0.5183×100＝51.83％＜90％  ⇒適合  
■斜線制限：1：1.5 後退距離 20ｍ 
   西側道路は道路斜線制限により抵触するが、「天空率」計算により適合建築物天空率を超える箇所
がないため斜線制限緩和を適用した。 ⇒適合 

 ■日影規制：商業地域 適用除外 
 ■準防火地域 ⇒耐火建築物で整備 

3-2 建築物 
■防火区画：建築基準法第 36 条 建築基準法施行令第 112 条 第 114 条 
・区画床面積≦1,500 床・壁耐火構造 特定防火設備にて区画 ⇒適合 
・学校などの用途に供する部分の間仕切り壁は準耐火構造または耐火構造とし、天井裏まで区画し、
かつ区画を貫通する場合はダンパーを設け、隙間を不燃材料で充填する。 ⇒適合 

 ■竪穴区画：建築基準法施行令第 112 条第 11 項 
  ・吹抜け・階段・ＥⅤ昇降路・ＤＳ周囲区画 床・壁準耐火構造 防火設備 ⇒適合 
 ■耐火建築物・準耐火建築物、異種用途区画：建築基準法第 27 条  
建築基準法施行令第 112条第 18 項 

  ・1500 ㎡の区画 ⇒適合 
  ・異種用途相互区画 床・壁耐火構造 特定防火設備・遮煙性能 ⇒適合 
 ■防火設備：建築基準法施行令第 112 条第 16 項 
・常時閉鎖式防火戸 手で開放 ⇒適合 

  ・随時閉鎖式防火戸 煙・熱感知連動 竪穴区画は遮煙性能付き 面積≦3㎡ ⇒適合 
 ■内装制限：建築基準法第 35 条の 2 建築基準法施行令第 128 条の 3 の 2  第 128 条の５   
  ・演芸・公会堂・集会場：客席≧400 ㎡ ≧100 居室：難燃 通路：準不燃 ⇒適合 
  ・病院・福祉施設：3階以上合計≧300㎡ 居室：難燃 通路：準不燃 ⇒適合 
  ・展示・カフェ・飲食・物販：３階以上合計≧1,000 ㎡ 居室：難燃 通路：準不燃 ⇒適合 
  ・無窓の居室：床面積≧50 ㎡ 居室・通路：準不燃 ⇒適合 
  ・吹抜け区画内天井・壁：下地・仕上げとも不燃 ⇒適合 

  ・階段・付室・非常用 EⅤロビー：下地・仕上げとも不燃 ⇒適合 
  ・直通階段への通路：準不燃 不燃の場合距離 10ｍ延長  ⇒適合 
 ■階段：建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 23 条～第 27 条 
  ・演芸・公会堂・集会場：幅・踊場幅≧140 ㎝ 蹴上≦18 ㎝ 踏面≧26 ㎝ 踊場≦3ｍ⇒該当箇所無 
  ・直上階居室床面積合計＞200㎡地上階：幅≧120㎝ 蹴上≦20 ㎝ 踏面≧24㎝ 踊場≦4ｍ    
    ⇒本館北階段 ：幅・踊場幅 120㎝  蹴上 18.8 ㎝  踏面 24㎝  踊場 2.15ｍ     ⇒適合 
    ⇒本館東西階段：幅・踊場幅 120㎝  蹴上 18.8 ㎝  踏面 24㎝  踊場 2.15ｍ     ⇒適合 
    ⇒事務棟階段 ：幅・踊場幅 120㎝  蹴上 18.8 ㎝  踏面 24㎝  踊場 2.15ｍ     ⇒適合 
 ■２以上の直通階段設置が必要な建築物：建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 117 条 
  ・演芸場・公開堂・集会場・物販のある階 主要構造部準耐火構造又は不燃         ⇒適合 
  ・病院・児童福祉の居室のある階 主要構造部準耐火構造又は不燃＞100㎡        ⇒適合   
 ・上記以外５階以下居室のある階 避難階直上階主要構造部準耐火構造又は不燃＞400㎡ 
                   その他 主要構造部準耐火構造又は不燃＞400㎡   ⇒適合 
  ■避難階段又は特別避難階段の設置：建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 122 条 
・5階以下の階に通じる直通階段：避難階段設置    ⇒適合 
・特別避難階段：地上 15階建て以上または地下 3階以下の階につながる直通階段 ⇒該当しない 

 ■直通階段に至る歩行距離：建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 116 条の２  
・無窓の居室 有効採光面積＜居室床面積 1/20 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦30ｍ ⇒適合 
・展示場・カフェ・待合・飲食・物販 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦30ｍ       ⇒適合 

  ・病院・児童福祉 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦50ｍ                                            ⇒適合 
  ・上記以外の居室 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦50ｍ                                            ⇒適合 
 ■2以上の直通階段がある場合の歩行距離：建築基準法第35条 建築基準法施行令第117条第121
条第３項 

  ・無窓の居室 有効採光面積＜居室床面積 1/20 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦15ｍ ⇒適合 
  ・展示場・カフェ・待合・飲食・物販 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦15ｍ       ⇒適合 
  ・病院・児童福祉 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦25ｍ                ⇒適合 
  ・上記以外の居室 主要構造部準耐火構造又は不燃 ≦25ｍ                ⇒適合 
 ■特殊建築物の廊下 建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 117 条 第 119 条 
  ・居室床面積計＞200㎡の階 両側居室の場合≧1.6ｍ その他の場合≧1.2ｍ       ⇒適合 
 ・学校の生徒用 両側居室の場合≧2.3ｍ その他の場合≧1.8ｍ             ⇒適合 

 ■非常用進入口の設置 建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 126 条の６・７  
・高さ31ｍ以下の建築物の３階以上の各階に面する幅員4ｍ以上の道路に面する外壁面に、間隔40
ｍ以下、幅≧75 ㎝ 高さ≧1.2ｍ 床面高さ≦80 ㎝で外部から開放又は破壊して進入可能な開口部、
置行≧１ｍ 長さ≧４ｍのバルコニー（代替進入口の場合不要）赤色灯及び標識を設置した非常用
進入口を設置しなければならない。 

 ⇒3 階及び 4階の西側に非常用進入口を整備し、他は代替進入口を整備。       ⇒適合 
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■特殊建築物の避難施設等に関する規定 建築基準法第 35 条  
建築基準法施行例第 117 条 第 12３条の２ 第 125 条～126 条 

  ・避難施設に関する規定は廊下・階段・出入口・排煙設備・非常用照明設備・非常用進入口 
   敷地内経路や消火設備などの規定を包括的に行うことが定められている。 ⇒適合 
 ■居室の有効採光率  (有効採光面積/居室床面積） 建築基準法第 28 条第１項 
   大学・専修学校：教室≧1/10     ⇒適合 
 ■換気設備の設置基準 建築基準法第 28 条第２項 建築基準法施行令第 20 条の２第 129 条の２  
  ・居室は居室床面積の 1/20 以上有効な換気のための窓を設けなければならない。 
   ⇒機械換気設備にて対応 ⇒適合 
 ■シックハウス対策による技術基準 建築基準法第 28 条の２ 建築基準法施行令第 20 条の７ 
  ・シックハウスの原因となる化学物質の室内濃度減少目的で使用建材及び換気設備に関する規制 
  ・クロルピリホス（告示 1112）第 1種～第 3種ホルムアルデヒド発散建材（告示1113～1115） 

   ⇒F☆☆☆☆建材の使用・機械換気設備にて対応 ⇒適合 
 ■排煙設備を要する建築物 建築基準法第 35 条 建築基準法施行令第 126 条の２第１項 
  ・公会堂・集会場・病院・学校・展示場等の特殊建築物の延床面積＞500㎡の建築の居室・通路 

⇒適合 
・階数≧３、延床面積＞500㎡の建築の居室・通路 ⇒適合 
・排煙上有効な開口部面積の合計＜当該居室床面積×1/50 の居室 ⇒適合 
 ・延床面積＞1000㎡で床面積＞200㎡の居室 ⇒適合 
  ・学校・スポーツ練習室、耐火構造又は防火区画で区画された 100㎡以下の居室、PS・昇降路、 
   高さ 31ｍ以下で仕上げ準不燃防火区画で床面積 100㎡以下の室等は適用除外 ⇒適合 
  ・防煙壁：天井より 50㎝以上、排煙窓：天井より 80㎝以内の開口部 ⇒適合 
 ■高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律  
  建築基準法施行令第４条～第６条 及び 2021（令和３）年３月策定「建築設計標準」 
  ・特定建築物（病院、観覧場、集会場、展示場、事務所、老人ホーム、体育館、図書館、飲食

店等）などの出入口、廊下等、階段、傾斜路、昇降機、便所を移動等円滑化基準への適合義
務。 ⇒適合 

  ・構造及び配置に関する基準 建築基準法施行令第 10条～第 23条 
   出入口：直接地上へ通ずるもの幅≧120 ㎝、経路≧80 ㎝   
   廊下：多数利用するもの幅≧180 ㎝、他幅≧120 ㎝  
   傾斜路：勾配＞1/12  高さ＞16㎝の傾斜路部両側手摺設置  
   昇降機：出入口幅≧80 ㎝、かご幅≧140 ㎝、奥行き＞135㎝、車椅子回転に支障なき構造 
   便所：車いす者用便房１以上、水洗１以上  ⇒適合 
  ・「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」 
   便所：内法 2,0ｍ以上、 車いす回転内接円 150ｃｍ以上  ⇒適合 
    
 

 ■建築物の耐震改修の促進に関する法律 平成七年法律第 123 号 第７条、第 14 条 
  ・診療所、集会場、学校、等多数が利用する建築物で既存耐震不適格建築物 
    ⇒耐震補強を実施し、目標 Is 値を確保。 
 ■アスベスト規制基準 建築基準法第 28 条の 2、建築基準法施行令第 20 条の 4 H18 国交省告示

1172 H17 年 2 月厚生労働省令の石綿障害予防規則 
  ・石綿除去作業。事前調査、作業計画、届出、措置について規定 
    ⇒新しい用途計画で対応。 
    ⇒特に2020年7月１日の石綿障害予防規則改正に対するレベル３に関する規制強化への対応。 
     ・作業前の事前調査の実施。（弘前市が 2020に実施したものを根拠としている） 

・環境省が策定した「建築物等の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」に基づき除去
前の建材の湿潤化や、手作業による取り外し等による飛散防止対策を施す。 

  ・含有建材 
   レベル 1  天井ゾノライト、吹付耐火被覆、スラブ下断熱材 
   レベル 2  配管用保温材、区画貫通材 
   レベル3  床Pタイル、天然リノリウム、長尺塩ビシート、ビニル巾木、軽量石綿板、ケイ酸カ

ルシウム板、押出中空セメント板 
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4消防法 

4-1 防火対象物 
消防法第 17条第１項で定める防火対象物は、消防法施行令第６条の別表第一の防火対象物。 
 ・事務所：       防火対象物項別：（15） 

  ・看護学校：      防火対象物項別：（７） 
・急患診療所：     防火対象物項別：（６）ーイ（４） 
・健診センター：    防火対象物項別：（６）ーイ（４） 
・集会場：       防火対象物項別：（１）ーロ    
16 のイ （1項ロ、6項イ 4、7項、15項）にて整備。 
 

4-2 消防用設備 
・消防法に基づき設置計画を行う。 

設置要否 消防用設備 設置場所 設置根拠 

○ 消 火 器 全館 延べ面積≧300ｍ２（本体は備品） 
○ 屋内消火栓設備 全館 延べ面積≧500ｍ２（耐火 1,500ｍ２） 

○ 連 結 送 水 管 3 階以上の階 
地階を除く階数≧7 階 
地階を除く階数≧５かつ延べ面積≧6,000ｍ２ 

○ 連 結 散 水 設 備 地階 地階の床面積≧700 ㎡ 

○ 自動火災報知設備 全館 延べ面積≧300 ㎡ 

○ 非 常 放 送 全館 
全体収容人員≧500 名または特定防火対象物部
分び収容人員≧300 名 

○ 誘 導 灯 全館 用途 16項－イ 全館対象 

○ 非 常 用 発 電 機 発電機棟 
用途（16）-イ 、延べ面積1000以上、屋内消
火栓設設置建物 

○ 
消 防 機 関 に 通 報 す る 
火 災 報 知 設 備 

用途ごと 

部分用途（6）イ、ロ部分は全館対象、部分用
途（15）面積≧1000㎡、部分用途（7）面積≧
1000㎡、部分用途（1）≧500㎡  
（消防協議により中央監視警備員室に通報機を
代表設置） 

○ 避 難 器 具 4F 

医師会看護学校部分は収容人員１７９名 
避難階段は４箇所あるが、排煙上有効な開口部 
を設置できないため避難器具を１箇所設置す 
る。 
※設置個数：200人毎に 1個追加 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

旧弘前市立病院改修工事実施設計 14 

 

5構造計画 
 （耐久性の考え方、上部構造・基礎構造の各検討、非構造部材の検討、地質概要等） 

5-1 構造計画概要 
  本館、東棟については新耐震設計法施行以前の建物である。2012（平成 24）年に実施した劣化調
査や耐震診断の結果、特に本館については下層壁抜けの影響で極端に耐震指標が低かったことから、
2014（平成 26）年に本来の目標補強は施せないものの、緊急補強としての最低限の補強を行ってい
る。  
 今回の改修計画に際しては、構造的な既存不適格建物であることから、これまでの耐震診断の結果、
改修履歴等を考慮して耐力不足が懸念される各部分について、適切な補強を行い建物の安全性を確保
する。 
  特に、耐震補強については公共建物であることを考慮するほか、施工性、経済性にも十分配慮した
補強計画とする。 
  耐震安全性の検討に際しては、改修後の建物の利用形態から「官庁施設の総合耐震計画基準」に準
拠して構造体をⅡ類として耐震安全性の目標を定める。 
  本整備において、旧耐震建物の本館及び東棟については耐震診断判定指標を 1.25 倍することで対応
する。青森の地域係数（0.9）を考慮して、Iso＝0.6x0.9x1.25＝0.675 を耐震改修の目標値とした。 
  新耐震設計である事務棟及び手術棟については前述の耐震計画基準に従って重要度係数を１．２５
として検討した。 
 
■ 耐久性の考え方  
   耐久性については、これまでコンクリート強度、中性化調査やひび割れ調査等を行った結果、コ
ンクリートの中性化については全体的には問題がないものの、強度が低い傾向にある。 

   施工段階で一度仕上げ材を撤去してコンクリートむき出し状態となることから、この状態で、コ
ンクリート表面の状況を調査し、外壁や劣化部分の補修を施すことで耐久性の向上を図る。 

 
■コンクリート構造躯体に関する調査と検討 
イ）コア抜き調査 

   これまでのコンクリートの調査は、1996（平成 8）年、2012（平成 24）年、2020（令和 2） 
年に行われている。このうち、1996（平成 8）年の試験結果はかなり良好な結果となっているが年 
月が経過していることから安全側の配慮として対象から外す。 

   この試験体で推定コンクリート強度を算定すると右表となる。 
   今後の建物の耐震補強及び強度検討にはこの値を用いて検討を行うこととする。またこの際補強 
計算にあたっては余裕を持った計画とする。 

   試験結果として、コンクリートの中性化についても試験を行っているがこの結果は全体的には推
定式の値と比較して大きな違いは見られなかった。特に内部については仕上げモルタルが厚いため
保護されていた影響と考えられる。 
 一般的に中性化による影響は含水量の大きくなる部分に問題が発生する。従ってこの影響の大き
い外壁について前述の外壁コンクリート対策を行い耐久性の向上を図る。 
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 ロ）コンクリート外壁 
   現状の外壁コンクリートの状況は、本館については前回の外壁改修で保護された状況にあるもの

の、その効力は無くなりつつありその他の棟や前回改修を行っていない部分についても今回の改修
で再アルカリ化させ保護層を形成する必要がある。 

   また、本館と事務棟の間、軒裏、笠木など局所的に鉄筋の露出や劣化がみられた。この様な部分
には、補修を施したうえ上記対策を施す。 

 
 ハ） 床スラブ対策  
   既存建物の建設期は経済性の問題が大きく、現在では使用性の検討として考慮されている長

期応力によるスラブや梁の変形についての配慮が少なかった。本建物も、特に 1 枚のスラブ面
積とスラブ厚さの関係で比較的スラブ厚が薄い傾向にある。 
 このため、クリープ現象で床スラブの撓みが発生している。これまでにも、数か所で鉄骨小
梁を追加することで対処してきている。 

   今回の設計では、梁で囲まれた面積が大きなスラブを対象に鉄骨小梁を新規に架け渡しスラ
ブ面積を小さくすることで床の撓みや振動障害を回避する。なお、これに付随して当時のスラ
ブ配筋では中央上端が無筋状態となっていることから炭素繊維によりスラブ補強を行う。 

 

5-2 構造設計方針 
   今回の改修では、病院から医療関係の様々な要素を持つ施設へと利用勝手が変わることとなる。
よって、部屋の利用用途により荷重設定を再確認して安全性を検証する。 

   耐震安全性を含めた安全性の確保は構造的に独立した各棟ごとに検討を行うこととなる。 
   今回の法的な対応としては、改修だけであれば計画通知についての必要性は無い。但し、事
務棟、手術棟で増築部分があることから手術棟、事務棟については申請が必要となる。実際に
は、事務棟については荷重増加の影響が原設計時の安全率で耐震安全性を確認している。建築
計画上、壁量を減じる手術棟については現行法規による再計算で申請を行い安全性を確認した。
但し、手術棟については再計算で令第81条第2項第2号イによるルート２による構造計算とな
ることから適合性判定機関による審査を受けた。 

   また旧耐震で設計されている本棟、東棟については補強後の耐震診断基準による検証を行い、
耐震判定委員会による評価を受け、耐震補強による安全性を確認した。 

 
 

 

 

 

 

   これまで、２０１２（平成２４）年に本館、東館について耐震診断の評定を受けている。この結
果では本館については全階で目標値を満足できず、壁抜け補正を考慮すると極端に低い値となって
いる。東棟については、南北方向は良好な結果であるが東西方向について目標値を満足できていな
い階があった。 

   今回の改修にあたり、改修後の荷重設定を行い、耐震安全性を耐震診断基準で評価し、耐震判定
委員会評価機関にて評価を受けた。 

   
   尚、補強は建物の性状・施工実績を考慮して、在来工法である以下の工法を用いた。 
    ・新設耐震壁の増設 

・既存耐震壁の増し打ち補強 
・鉄骨ブレースの増設 
・袖壁新設 
・柱の軸耐力増大（SRF工法） 

 
   これらの補強方法で建築計画を考慮して、平面的・立面的にバランス良い位置に配して補強設計
を行った。 
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     以上より、建物の耐震指標は Is=0.69 となり、目標値を満足している。 

 

 

 

 

 

 

■地質概要及び基礎構造について 
     本敷地は右図（手術棟の杭を示す）に示すような地盤となっている。地盤面下 1.5m 程度か

ら砂地盤が見られるがコンクリート系の建物を支持するには強度がが不足しており、７ｍ近辺
の粘土質シルトの影響を避けるためにこの下の砂礫層で支持する杭基礎を全ての各棟で採用し
ている。 

     今回の検討では補強量、部屋荷重により軸力を再計算して杭の許容支持力に納まることを確
認した。 

 

■非構造部材の検討 
       本改修の場合非構造部材は原則全て撤去後新設となる。 
       このため層間変形追従性や地震時慣性力、転倒に対する安全性に配慮しながら実施設計

を行った。 
       尚、エントランスホールは特定天井となるため、この部分は特定天井に対応した耐震天

井仕様とする。 
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5-3 耐震補強配置図 
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6電気設備 
6-1 設計方針 
（１）快適・利便性の確保 

＜建物形状、諸室構成、使用者の作業構成を意識した機器の選定と配置＞ 
・作業環境に即した明るさ、情報通信を意識した環境計画。  
・使い勝手がよく、効率的な設備機器配置。 
・多様な使用者に柔軟に対応できる設備計画。 
 

（２）省エネ対策、環境負荷の低減 
＜環境負荷の低減と経済性を考慮した計画＞ 
・館内照明の一部調光制御、トップランナー変圧器などの高効率機器の導入による 
エネルギー削減。 
・照明器具の集中点滅管理による人的作業量の低減。 
・適正な電源盤配置による送電ロスの低減。 
 

（３）使用者の安全確保 
＜建物形状、時間帯に応じた監視、通報システムの導入＞ 
・館内の入口及び敷地内周囲の状況と不審者の確認が可能な防犯システム。 
・防犯、夜間の安全性を確保するための周囲照明。 
 

（４）経済性・メンテナンス性 
＜据付から廃棄、更新までのライフサイクルを考慮した機器選定＞ 
・ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）の最小化を目指す効率的な設備機器とシステムの選択。 
・維持管理、更新が容易となる機器配置計画及び設備機器の選択。 
・将来の増設機器を考慮した電源スペースの確保と配管計画。 

 
（５）災害対策、避難所としての対応 
 ＜被災後の電源確保と地震に耐えうる機器の据付方法＞ 
・ライフラインの途絶を考慮した電源設備の構築。 
・電源、通信における重要機器の耐震対策。 

  
（６）周辺環境への対応 

＜周辺環境に配慮した設備計画＞ 
・構内に設置する設備機器の景観適合。 
・低騒音型発電機の採用。 
 
 
 

6-2 設備概要 
（１）受変電設備 
1.概要 
建屋地下 1階電気室にキュービクル式受変電設備を設置する。 
 

2.主要機器構成 
配電盤形式    屋内キュービクル式受変電設備 
主要機器    ・高圧母線主遮断器    真空遮断器    

      ・変圧器保護用岐遮断器  高圧交流負荷開閉器 
      ・変圧器         6.6kV  モールド型 
              ・高圧コンデンサ     モールド型 
      ・直列リアクトル     モールド型 
 

3. 変圧器容量 
電灯変圧器容量（一般）900kVA 
電灯変圧器容量（医療）100kVA 
電灯変圧器容量（保安）100ｋVA 

     電灯変圧器容量（Ⅹ線）300kVA 
動力変圧器容量（一般）300kVA 
動力変圧器容量（一般・防災・保安）300kVA 
 

 
（２）非常用発電機設備 
概要 
被火災時の消火系ポンプ電源、電力会社からの電力供給が途絶した際の保安電源として、
構内に自家用発電機を設置する。電力の供給対象範囲は被災時の防犯、建物の管理運用場
所並びに被災者の一時滞在場所とする。発電機は200kVA出力とし、72時間の連続運転が
行える燃料備蓄量とする。  
 
対象負荷：消火栓ポンプ、排水ポンプ、給水ポンプ、館内の一部電灯・コンセント 

 
      
（３）幹線・動力設備 
概要 

受変電設備及び各電灯分電盤、動力制御盤間の低圧送電ケーブルの敷設、それに伴う配
管の一切を行う。幹線ケーブルの敷設はケーブルラック上とする。動力機器を使用する場
所には専用の動力制御盤を設置し各動力機器への電源供給と制御を行う。 
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①  幹線敷設方式 
・使用する送電ケーブルは 600Ｖ低圧 CET,CE タイプとし、地下 1 階受変電設備から
各盤までは中継分岐盤を設けない直接送電方式とする。 

②  電気方式 
・電灯幹線  1φ3W100-200V50Hz、 1φ2W100Vまたは 200V50Hz  
・動力幹線  3φ3W200V50Hz 

③  計量区分 
・医師会所掌部分は各電灯分電盤、動力制御盤内に専用メーターを取り付ける。 

④  動力設備 
・換気系動力の運転制御、ポンプ類への電力供給。 

 
（４）電灯コンセント設備 

概要 
照明器具、コンセントの設置を行う。用途区分にあわせ電灯分電盤を設置し照明器具の点滅 

制御、コンセントへの通電を行う。 
・管理事務室、執務室に照明制御盤を設置し館内器具点滅の一括管理を行う。 
イベントルーム、多目的ホールにおいては使用用途に対応したシーンセレクト調光を行う。 
・不在点灯の可能性のあるトイレ、更衣室の照明は人感センサーによる点灯制御を行う。 
・医療機器を有する諸室は医用接地並びに医用接地付コンセントを設置する。 
・消防法、建築基準法に則り誘導灯、非常用照明器具を設置する。 

 
（５）拡声設備 
概要 
非常用放送設備を設置し災害時の避難誘導、平常時の館内アナウンスを行う。 

     ・中央監視警備員室に主アンプを設置し、非常時の全館放送拠点とする。各管理ゾーンの管轄執務
事務室にはリモートマイクを設置することで管轄エリア内のローカル放送に対応する。 

 
 

（６）個別音響設備 
概要 
1 階イベントルーム、2 階多目的ホールには集会、講演、ダンス、展示会等の活用を想定した
専用の拡声設備を設置する。 
・当該エリアで使用するアンプ収容架、スピーカーは可動型とする。 
・アンプ収容架はワイヤレスチューナーを内蔵し、無線・有線双方の拡声を可能とする。 
 

      
 
 
 

（７）電話設備 
1.概要 

各室電話機の設置、MDF、交換機からの配管配線の敷設の一切とする。執務室、管理
執務系諸室には外線通話可能な多機能電話機を設置する。一般諸室は表示機能の無い一
般電話機を設置する。1 階イベントルーム弱電端子盤には非常時開通可能な電話回線端
子を設けるものとする。医師会が使用する電話機は別途工事、配線は本工事とする。 

 
2.機器構成 
・デジタル電話交換機 
・デジタル多機能電話機 
・停電対応型デジタル多機能電話機 
・一般電話機 
 

 
（８）電気時計設備 
1.概要 

長波を利用した電気時計システムを構築する。屋上に長波電波受信アンテナを設置する
ことで 1 階中央監視警備員室に設置された電気時計親機の標準時刻補正を行う。各階に無
線中継器を 設置し電気時計親機と電波時計子機の同期を行うものとする。 
 

2.機器の仕様 
親時計  長波受信、水晶式親機（停電補償蓄電池内蔵） 
子時計  ワイヤレス標準型壁掛け時計(300φ程度) 
中継器    小電力無線方式 

 
 
（９）テレビ共同受信設備 
1.概要 

屋上塔屋に地上デジタルアンテナを設置し各テレビ端子までテレビ信号配信を行う。
分配器、 ブースターを設置する端子盤は、拡声及び電話設備と共用で使用する。将来、
他の通信機器の設置を考慮し屋上塔屋には空配管の突き出しを行う。 
 

2.機器の仕様 
・機器類は将来ＣＡＴＶとの接続を意識し広帯域双方向仕様とする。 
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（１０）構内情報通信網設備 
概要 
各ＥＰＳから諸室ＬＡＮ端子まで情報用ＬＡＮケーブルを敷設する。 
同 EPSの縦系統には光ケーブルを敷設する。 

（１１）誘導支援設備 
 概要 
   閉館時の来館者対応として急患入口、1階メインエントランスにカメラ付ドアホンを設置、
1階中央監視警備員室、急患診療所受付事務室にインターホン親機（モニター付）の設置を
行う。 
多機能トイレには緊急呼出ボタンを設置し、管轄執務事務室に設置された表示盤で緊急
確認を行えるものとする。またエレベーターかご内連絡用インターホン（別途工事）用配
線を 1階中央監視警備員室まで敷設する。 
 

（１２）防犯カメラ設備 
概要 
不審者確認、建物利用者の運用状況を把握すべく建物内外に防犯カメラを設置する。 

・映像管理はネットワーク方式とする。 
・モニター及び録画装置は 1階中央監視警備員室に設置する。同中央監視警備員室、 
3 階執務スペースには手元操作用モニターＰＣを設置する。 
・エレベーター制御盤から、かご内の映像をモニタリングすべくモニター架及びエレベータ
ー制御盤間に同軸ケーブルを敷設する。 

 
 

（１３）自動火災報知・防排煙設備 
1.概要 

消防法、建築基準法に基づき自動火災報知・防排煙設備を設置する。受信機は 1階中
央監視警備員室に設置し、3階執務スペース室には副受信機を設置する。 
火災時の通報設備として受信機と連動した火災通報用電話機を設置する。 

 
    
2.機器仕様 
発報・送信システム：ＧＲ型 

 
（１４）避雷設備 

概要 
建屋において 20ｍ超える部分には避雷針及び接続銅線を敷設する。 

 
  
 

（１５）構内配電線路設備 
概要 
敷地東側、送電事業柱より架空にて三相3線 6.6ｋＶ50Hz普通高圧 1回線を引き込むも
のとする。送電事業者柱と建物受変電設備間には、引込用第一柱及びＰＡＳ（気中負荷開
閉器）を設置する。ＰＡＳから受変電設備までは耐候性 6.6kV CET-EE100°ケーブル 1 条
＋通信用予備配管 1条を敷設する。   

 
（1６）構内外灯設備 

概要 
来館者の導線地明かりとし建物周囲にローポール式外灯を設置する。 

 
（１７）構内通信線路設備 

概要 
電力引込柱より交換機設置場所であるＥＰＳまで電話、通信用空配管を敷設する。 

 
（１８）駐車場管制設備 
   概要 

敷地内駐車場の入車、出車口に稼働ゲート及び駐車券・精算機を設置する。 
入庫状況管理は中央監視警備員室で行うものとする。 
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7機械設備   
7-1 設計方針 

設備システムは、環境保全性、安全性、経済性、保全性、耐用性について、総合的に検討して
選定を行う。また、運転・監視、点検・保守、修繕などの保守性及び維持管理費を考慮して計画
する。良好な環境形成のために、良好な状態で長く使用が出来、負荷の変動特性に対応した運用
方法の変更や稼動制御が可能なシステムの構築を、基本方針とする。 
（１）環境保全性 

施設の位置、規模及び構造を勘案し、グリーン化技術を積極的、かつ、効果的に採用すること
により、可能な限り環境負荷の低減に努め、周辺環境への配慮、運用段階の省エネルギー・省資
源、長寿命化、エコマテリアルの採用及び適正使用・適正処理の観点から対策を講ずる。あらゆ
る環境負荷について、可能な限り、定量的・定性的な評価を行うこととする。 
 

（２）安全性 
設置する設備が確実に機能するとともに事故などの原因とならないよう留意しつつ、十分な安
全性・信頼性を確保する。次の事項に留意し、計画を行う。 
・管理技術者の有無などの維持管理体制に見合った設備方式の選定。 
・維持管理が容易、かつ、安全に出来る設備スペースの確保。 
・細菌や有害物質などの汚染による人的被害の可能性。 
・空気や水などの衛生環境について適切な維持の確保。 
 

（３）経済性 
設備方式の選定を行う際には、設置から維持管理、廃棄、更新に至る設備の生涯にわたってよ
うするライフサイクルコストを考慮して決定する。次の事項に留意し、計画を行う。 
・機器及びシステムの導入時の設置費 
・機器及びシステムの耐用年数の長寿命性 
・設備システムの陳腐化、交換部品の入手困難などの社会的な寿命 
・光熱水費 
・維持管理業務委託 
・点検・保守 
・修繕費 
・廃棄・更新費 

 
（４）保全性 

経済性を考慮のうえ維持管理が容易な設備方式を選択し、施設管理者の立場に立った計画を行
う。また、故障時の対応、点検・保守、応急処置の容易性などが向上するほか、信頼性及び安全
性の向上を見込める方式の検討を行う。 
 
 

 
 

（５）耐用性 
使用形態の変化などに伴って間仕切り変更、設備負荷の増加などが行われることに留意し、将来
の改修などに対して柔軟な対応が可能なよう、次の事項に留意し計画を行う。 
・設備システムの端末部分のモジュール化 
・ゾーニングの細分化 
・個別分散制御方式の採用 
・設備負荷の適切な余裕度の確保 
 

（６）周辺環境への対応 
次の事項に留意して計画を行う。 
・屋外に設置する機器の景観への配慮 
・機器による騒音、振動、大気汚染 
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7-2 設備概要 
 1 衛生器具設備 
・汚れが付きにくく、維持管理が容易な器具選定を行う。 
・公共施設としてふさわしい器具の選定を行う。 
・節水器具を採用する。 
・非接触型自動水栓の採用を検討する。 
・大便器は掃除口付便器を採用する。 
・寒冷地仕様の器具を採用する。 
衛生器具リスト  

器具名称 器具・付属品参考型番 場所 

サイホン式便器 
（掃除口付） 

CFS498BCK/ TCF5831AU / YH702 男子トイレ、女子トイレ 

低リップ床置自動洗
浄小便器 

UFS910 男子トイレ 

壁掛け洗面器 LSA125AB 男子トイレ、女子トイレ 

掃除流し SK22A / T23AE20 男子トイレ、女子トイレ 

自動単水栓 TENA125A 男子トイレ、女子トイレ 

混合水栓 TKS05301J 実習室 

多目的トイレ UADCZ01R1A1AND1W 多目的便所 

 
２ 給水設備 

   ・既存引き込み管を流用する。 
・給水方式は、受水槽加圧給水ポンプ方式とする。 
・上水系統と雑用水系統の 2系統に分ける。 

   ・給水配管材料は耐久性や凍結時に外部から熱を加えた場合影響の少ない、硬質ポリ粉体ライニ
ング鋼管を採用する。 

   ・各所に分岐バルブを設置し、維持管理が行いやすいようにする。 
   ・加圧給水ポンプユニット： 

上水 ：50φ×65φ×400ℓ/min×70ｍ×3φ200V2.2ｋW×3 
4 台ローテーション 3台並列運転 

雑用水：50φ×65φ×500ℓ/min×50ｍ×3φ200V2.2ｋW×4 
5 台ローテーション 4台並列運転 

   ・上水受水槽：FRP製パネルタンク 20 ㎥ 4m×5ｍ×1.5ｍｈ 
    雑用水受水槽：地下ピット水槽 

 
 
３ 給湯設備 
・給湯は地下ボイラー室から各所に給湯を供給する。 
・比較的早くお湯が出るようポンプで循環をする。 
・給湯室は貯湯式飲料対応電気温水器を設置し給湯を行う。 

   ・６０度のお湯が必要な場所には電気式瞬間湯沸かし器を設置する。  
   ・電気温水器：給湯室：床置き型 50Ｌ 
   ・給湯配管はステンレス鋼鋼管とする。  
   
４ 排水設備 
・建物内は汚水と雑排水を分けて配管を行い、外部の排水桝で合流させる。 

   ・汚水、雑排水は下水本管に放流する。 
   ・５階検査室系統の排水は単独で外部まで配管を行い、外部の桝以降で他の排水と合流させる。 
   ・敷地内及び屋根面の雨水は、汚水雑排水と分流方式とし、最終桝にて合流し、下水に放流する。 
   ・排水管は耐火二層管とする。 

・排水桝は塩化ビニル製及びコンクリート（既成）製とする。 
 
５ ガス設備 
・中圧都市ガスを引き込み、建屋内ガバナで低圧にして空調熱源機器、ガスヒートポンプ室外機
への供給を行う。 
・５階検査室のガスバーナーへの供給を行う。 

   ・ガス供給会社の供給規定による。 
・感震器連動遮断弁、安全遮断弁、ガス漏れ警報（別途電気工事）などを設置しガス漏洩、対策
を講じる。 
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6 消火設備 
・消防法に基づき設置計画を行う。（4-2 消防用設備参照） 

 
７ 空調設備 
・ガス使用中央熱源と個別ガスヒートポンプマルチエアコンで各室の空調を行う。 
・各階に外調機を設置し、外気の冷暖房を行い各室に給気を行う。 
・エントランスホール及び各階ロビー通路などは空調機により冷暖房を行う。 
・他の諸室は個別運転が行えるようガスヒートポンプマルチエアコンで冷暖房を行う。 
・１階処置室のエアコンは停電時にバックアップ電源により運転を行うため、単独系統とする。 
 ・1階中央監視警備員室に中央監視を設置し、全機種の運転管理を行う。 
・部屋ごとに運転と運転温度管理が行えるようにリモコンを設置する。 
・サーバー室、電気室は電気式空冷ヒートポンプエアコンを単独で設置する。 

   
 
８ 換気設備 
・冷暖房を行う部屋は、各階外調機により給気を行い換気を行う。 
・建物は出来るだけ正圧に保ちエントランスからの冷気の吹き込みを避ける。 
・室の特質により陰圧（－）或いは陽圧（＋）を保てるようにする。 
・24時間換気はトイレなどの換気ファンを利用して行う。 
・トイレの換気は最上階の排気ファンにより換気をおこなう。 
 

９ 自動制御設備 
自動制御及び中央監視システムの導入により、下記の目的を達成できる計画を行う。 
・負荷変動に着目し、より効率的な運用を実現する。 
・負荷の変動特性に対応した運用方法の変更や稼動制御を行う。 
・季節的、時間的な負荷の変動に対応して、機器の運転計画を変更する。 
・在室人員の変動に対応した、外気取り入れ量の制御を行う。 
・マルチベンダーに対応したシステムとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要自動制御、監視項目 
  

項目 制御項目 
熱源廻り制御 熱源機器台数制御 

負荷変動に対応した変流量制御 
空調機・外調機廻り制御 ウォーミングアップ制御 

室内温湿度制御 
外気冷房制御 
CO2濃度制御 
インターロック制御 
火災時の強制停止 

ファン制御 スケジュール運転管理 
火災時の強制停止（3相ファンのみ） 

水位制御 受水槽、消火水槽、排水槽 
計測、計量 外気温湿度、室内温湿度、電気、水道 
電源関係 受変電設備、発電機設備一括管理 
中央監視 機器運転管理、監視、計測、計量、スケジ

ュール運転、温湿度設定、最適起動運転、
火災処理、日報、月報、年報表示/印字 
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8 昇降機設備 
  今回の改修計画では、用途変更に伴い病院仕様の乗用 EV２基の撤去更新と不要になった配膳用 EV
の撤去のほか、新たに東側駐車場から医療器材等の搬入出用の人荷用 EVを設置する。 

■乗用 EV仕様 
号 機 No.1,3 号機 
用 途 乗用 R-13-2S.060 
積載量 850kg  （13 名） 
速 度 60m/min 
制御方式 可変電圧可変周波数制御方式 
操作方式 ２台群乗合全自動方式 
カゴ内寸 1,050W × 2,000D × 2,300H（mm） 
出入口 900W × 2,100H（mm） 
カゴ戸 2 枚戸片開き 
戸の開閉 電動式 
停止箇所 7 箇所（B，1～6 階） 
昇降行程 23,480mm 
昇降路全高 28,105mm 
電動機 6.1 KW/台 
電 源 3φ 200V（50Hz）、1φ100V（50Hz） 
耐震クラス A14 2014年改正建築基準法対応  
通信装置 インターホン（同時通話） 
管制運転 地震 有（P波+S波感知器） 

火災 有 
自家発 無 
停電 有 
ピット冠水時 有 

かご仕様 かご戸、側板 化粧鋼板       
出入口上板 化粧鋼板 
床 樹脂タイル （t2） 
敷居 硬質アルミ 

乗場仕様 三方枠 小枠 鋼板塗装仕上 
乗場戸 鋼板塗装仕上 ※特定防火設備2号 

特記事項 
耐震対策（A14）、戸開走行保護装置、車いす仕様、視覚障がい者対応仕様、マルチビームドアセンサ、ホールモーションセンサ、 
気配りドアセンサー、ＡＣリアクトル（Ｋｉ＝１．４相当）（絶縁トランス）、煙感知器点検口スイッチ、乗場使用不能ブザー、 
出入口幅特殊、かご内音声合成アナウンス、BGMスピーカー 

 
■人荷用 EV仕様 
号 機 No２号機 
用 途 人荷用 標準形機械室レスエレベーター 
積載量 1750ｋｇ（26名） 
速 度 60m/min 
制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし） 
操作方式 乗合全自動方式 
カゴ内寸 1,500W × 2,500D × 2,280H（mm） 
出入口 1,300W × 2,100H（mm） 
カゴ戸 2 枚戸片開き 
戸の開閉 電動式 
停止箇所 5 箇所（1～5 階） 
動力用電源 ＡＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ 
照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ 

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４ 
公共建築工事標準仕様 適用年
版 

平成３１年版 

敷居間隔 １０ｍｍ 
ドアセンサー機能 多光軸ドアセンサー 
車いす仕様 制御機能付 
視覚障がい者対応仕様 あり 
乗場視覚障がい者用注意名板
（追加分） 

５枚 

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサー付３段設定（普通級） 
停電時自動着床装置 あり 
かご内防犯カメラ エレベーター工事 
かご呼び取消機能 あり 
乗場三方枠 大枠末広幕板なし ３０１ｍｍ～６００ｍｍ 鋼板塗装 （メーカー標準色）（１－5階） 
乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－5階） 
乗場敷居 ステンレス製（１－5階） 
乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ 樹脂フレーム付ステンレスフェースプレート（１－5階） 
乗場インジケーター一体形ボタ
ン 

ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）（１－5階） 

休止灯 あり 
車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタンプレート一体形 樹脂フレーム付ステンレスフェースプレート（１－5階） 
車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）（１－5階） 
乗場車いす用注意名板 ５（枚） 
乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込 
天井 ＬＥＤフラット照明（白色ＬＥＤ） 
壁 化粧鋼板 
出入口上板 化粧鋼板 
かご室戸 化粧鋼板 
袖壁・出入口柱 ステンレスヘアライン仕上 
巾木 アルミ製 
かご床 ゴムタイル６ｍｍ エレベーター工事 
かご室敷居 ステンレス製 
かご操作盤タイプ 袖壁操作盤 
かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスヘアライン 
かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ） 
正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（５．７インチ） 緊急時４ヵ国語対応 
かご操作盤液晶表示言語 ４ヵ国語ガイド（通常時：日英、緊急時：日英中韓、１画面表示） 
車いす専用かご操作盤 両側面に設置 プレート：ステンレスヘアライン仕上  
車いす専用かご操作盤インジケ
ータータイプ 

セグメントＬＥＤ 

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ） 
かご室換気 ファン 
かご室手すり 丸形ステンレス 二面取付（両側面） 
かご室鏡 ステンレス鏡面枠なし（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ） 
キックプレート 板厚２．０ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ 
壁保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ） 
床保護マット あり 
その他 
配膳車対応仕様、扉開閉報知機能、かご戸引込まれ防止センサー、乗場前検知センサー、遮煙機能、点字名板取付方法、視覚障がい者用床マット、 
インターホン呼び出しボタン応答灯（聴覚障がい者対応仕様）、火災時管制運転方式、無電圧Ａ接点支給、戸開延長ボタン、かご内アナウンス、 
かご室スピーカー、高調波対策種類、昇降路防振対策、フェッシャープレート、レールサイズアップ、煙感知器点検口スイッチ 
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9 概略工事工程表 
 

 


